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2004 年 3 月 20 日（土）、第 22

回日本語教育方法研究会が横浜

国立大学で開催されました。

お世話役を引き受けてくださ

った河野先生はじめ、横浜国立

大学スタッフの皆さまに大変お

世話になりました。

前日 3 月 19 日夕方、会場設営

の後、運営委員会が開催されま

した。研究会当日には臨時総会

が開かれました。内容について

は、このレターの記事をご覧く

ださい。

なお、次回の研究会は、2004

年 9 月 18 日（土）広島大学にお

いて開かれます。みなさまふる

ってご参加ください。

開催を終えて

河野俊之

（横浜国立大学）

　当日は雨で寒い中、たくさん

の方々にお越しいただきまして、

ありがとうございました。特に

懇親会にもご参加くださった皆

さん、ありがとうございました。

　寒くて、急遽ストーブを出し

てきたり、でも、火をつけるも

のがなかったり、ひじょうに煙

たかったり、いろいろありまし

た。また、教室の固定式の机の

一部が工事で取り外されていた

りで、いろいろご迷惑をおかけ

しましたが、次回からの会場係

はひじょうにやりやすくなった

のではないかと思っております。

　私事ですが、次回の広島での

会には参加できませんが、翌日

の日本語音声教育方法研究会に

は参加する予定です。お泊りの

方は、そちらのほうにもぜひご

参加ください。

　なお、自動販売機に残ってい

た 900 円は懇親会の赤字補填に

使わせていただきました。どな

たにお礼を申し上げたらよいの

かわかりませんが、それについ

てもお礼を申し上げます。

ご参加くださったみなさん、

ほんとうにどうもありがとうご

ざいました。

次回開催にあたって

松崎寛

（広島大学）

　次回の研究会開催予定は，９

月 18 日（土）in 広島です。

　広島大学は東広島市の非常に

不便なところにありますが，今

回は，広島駅から走って２分の

「広島市留学生会館」を会場に

ご用意いたしました。安芸の宮

島や原爆ドームへのアクセスも

良く，駅ビル内や駅の近くには，

広島風お好み焼き屋が立ち並ん

でいます。また，研究会では久々

に講演会の時間を設けたいと考

えています。ぜひぜひ，みなさ

まお誘いあわせの上，ご参加く

ださい。
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運営委員会報告

　第 22 回大会前日、３月 19 日

午後５時 30 分より横浜国立大学

で運営委員会を行いました。審

議事項は、以下の通りです。

(1) 会則改定

　ＷＧを作って、2005 年春改訂

を目途に検討することになりま

した。

(2)ホームページ運営

　ＪＬＥＭのホームページがで

きました。まだ試作段階です

が、ご覧ください。

　http://www.jlem.info/

(3)10 周年記念論文誌発刊

　シュテファン・カイザー氏を

中心に JLEM10 周年記念論文集

の刊行のため、「10 周年論文

誌刊行委員会」が設置されま

した。2005 年３月の発行を目

途にしています。原稿執筆依

頼者には、別途個別に連絡い

たします。

(4)会費未納者の扱い

　これまで会費未納者には会誌

をお送りしていませんでした

が、会員全員に送ることとし、

未納者には督促状を同封する

ことにしました。督促状が同

封されていた方は、お早めに

ご入金ください。詳しくは別

項をごらんください。

(5)会計報告

　平成 15 年度の会計報告、およ

び、16 年度の予算が承認され

ました。

(6)次期開催校

第 23 回大会を 2004 年９月 18

日(土)に広島で行うことを決め

ました。大会実行委員は松崎寛

氏、会場は広島市留学生会館で

す。

　（事務局　綛田はるみ）

総会が

行われました

　第 22 回大会当日の午後、仁科

会長の司会により総会が開かれ、

以下の議題について承認および

討議が行われました。現会員数

363名のうち、総会出席者が 1/10

をこえ、定足数を満たしました

ので、総会が成立したことをご

報告します。諮られた事項は、

以下の通りです。

(1) 会長選挙報告

平成 16 年 2 月 16 日の会長選

挙におきまして仁科喜久子氏が

再選されたことが報告され、承

認されました。任期は、2006 年

3 月 31 日までです。

(2) 会則改訂ＷＧについて

ＷＧを作って、2005 年春改訂

を目途に検討することになりま

した。ＷＧのメンバーは、松崎

寛氏（広島大学）、小野正樹氏

（筑波大学）、及び、会長、事

務局です。

(3) ホームページ運営について

(4) 会員資格について

　運営委員会で検討された会費

未納者の扱いに関する規定案が

承認されました。

(5) 2003 年度決算、2004 年度

予算について

(6) 次回研究会について

（事務局　綛田はるみ）

会員資格について

（重要なお知らせ）

３月 19 日（金）に行われた運

営委員会において、研究会会員

の資格及び権利について審議が

行われ、その結果が研究会当日

の総会において了承されました。

その内容について報告します。

会員の皆様一人一人の権利だけ

ではなく、今後の研究会の在り

方にも関わる問題ですので、ぜ

ひお目をお通しください。

まず、以下の２点が確認され

ました。

１）研究会の年度は４月１日

から３月 31 までである

２）会費を２年間未納の場合

は除名の手続きをとる

さらに、会員の権利につい

て,

３）会員は毎年２回の研究会

誌、及びニューズレター

の配布を受けられる

４）会員は研究会において発

表することができる

という２点も承認されました。

これまで、研究会誌は当該年

度の会費を納入したものに限

り送付する、という方針でし

たが、今後は、会員である限

りは会誌を受け取ることがで

きます。さらに、以下の２点

も承認されました。
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５）ニューズレター等送付の

際には郵送ラベルに会費

納入年度を入れる

６）毎年４月前後にお送りす

るニューズレターに、会

費納入状況のお知らせを

添付する。

会員の皆様におかれましては、

今後は郵送ラベルの会費納入年

度、会費納入状況のお知らせを

ご覧いただき、会費を年度初め

には納入いただけますようお願

い致します。（衣川隆生）

会則改定ＷＧ始動

運営委員会・総会報告にもあ

りましたように、会則改訂に向

けてのＷＧが始動しています。

去る 5月に第 1回ミーティング

が開かれました。以下のような

ことがらが議論されています。

＊会長選挙のありかた

　　・会長の選出方法

　　・事務局の場所　など

＊運営委員会のありかた

　・メンバーの固定化を防ぎ、

　　新しい委員が入りやすい

　　システム

　・新しいことをするための

　　メンバー補充

　・偏りのないメンバー構成

＊その他、会の活動を活性化

するための方策

WG で検討された案を今秋の運営

委員会で検討し、来春までには

最終案を作成する予定です。

会費納入について

会費に関する関するお問い合

わせ、会費の振込は以下の口座

にお願いいたします。

会費を 2 年間未納の場合は自

動的に除名となります。

＊ご注意

この口座は電信払込しかご利用

いただけません。

名前を先にお書きください

会費は 3000 円です。

振込先：（郵便局）

記号　　　10140

番号　　　69076511

加入者名：

　 　日本語教育方法研究会

なお、会費納入状況についてな

どご質問がありましたら、事務

局までお問い合わせください。

連絡先：jlem@ryu.titech.ac.jp

・日本語教育方法研究会事務局

東京都目黒区大岡山 2-12-1

東京工業大学留学生センター

　電話・FAX　03-5734-3522

e-mail:

jlem@ryu.titech.ac.jp

http://www.jlem.info/

・ニューズレター発行事務局

　札幌市北区北 8条西 8丁目

　北海道大学留学生センター

　　小林由子研究室内

e-mail :koba@isc.hokudai.ac.jp


